




その他のタイトル Creative longevity medicine study of
depression prevention related with work





















定年退職前後およそ 2 年半にわたり、4 回の縦断調査を実施した。調査内容は抑うつ度を反映
する SDS、ストレス対処能力を反映する SOC などについてである。 
その結果、定年退職後 1 年では、抑うつ度は有意に改善し、ストレス対処能力は有意に上昇






【Purpose】To investigate change of psychological health and stress-coping ability among 
retirees from local government office in Japan.   
【Method】We distributed questionnaire includes depression scale(SDS) and sense of 
coherence(SOC) etc. to retirees.  
【Result】After 1year from retirement, psychological health was significantly improved, 
and stress-coping ability got strong. But after 2years from retirement, psychological health 
got worse and stress-coping ability got weak. SOC was the strongest risk factor for 
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年 3 月で定年退職を迎えた地方公務員 1,351
名に対し、平成 20 年 10 月、平成 21 年 6 月、
















は男性 447 名（81.0%）、女性 105 名（19.0%）
であった。対象者の平均年齢は 59.5±0.7 歳
であり、男性は 59.5±0.7 歳、女性は 59.4±
0.8 歳で有意な差を認めなかった。 
①SOC 得点、SDS 得点、BSJS 得点 
定年退職を控える労働者のSOC得点、SDS
得点、BSJS 下位項目得点を表 1 に示す。SOC
平均得点は 132.8±18.8 点であった。SDS 平
均得点は 29.3±7.2 点であった。BSJS 各下
位項目は、「量的負荷」が 2.1±0.7 点、「質的
負荷」が 1.9±0.6 点、「対人関係の困難」が





















②SDS 得点と SOC 得点、BSJS 下位項目
得点との相関 
SDS 得点と、SOC 得点、BSJS 下位項目
との関連を検討する目的で、Pearson の相関
係数を求めた。結果を表 2 に示す。 















表1.  SOC得点，SDS得点およびBSJS 下位項目得点
男性（n=447） 女性（n=105）
SOC(平均値±標準偏差) 132.8 ± 18.8 132.4 ± 18.9 134.4 ± 18.7
SDS(平均値±標準偏差) 29.3 ± 7.2 29.0 ±7.1 30.6 ± 7.3 <0.05
量的負荷 2.1 ± 0.7 2.1 ± 0.7 2.3 ± 0.7
質的負荷 1.9 ± 0.6 1.9 ± 0.6 1.9 ± 0.7
対人関係の困難 1.8 ± 0.6 1.7 ± 0.6 1.9 ± 0.7 <0.05
達成感 2.7 ± 0.7 2.7 ± 0.7 2.9 ± 0.7 <0.05
裁量度 2.5 ± 0.7 2.5 ± 0.7 2.6 ± 0.7




















































性が 119 名(81.5%)、女性が 27 名(18.5%)で
あった。第 1 回調査時の平均年齢は男性が




各調査回での SDS 得点の平均値は、第 1
回調査では 28.3±6.4 点、第 2 回調査では




2 回調査の間、第 1 回調査と第 3 回調査の間
に有意差があり、定年退職後 2 ヶ月、定年退
職後 1 年は、定年退職前 6 ヶ月の時点と比較
して抑うつ度が改善していた。 
各調査回での SOC 得点の平均値は、第 1
回調査では 135.6±1.7 点、第 2 回調査では
137.7±1.8 点、第 3 回調査では 138.9±1.8
点、第 4 回調査では 137.6±1.8 点であった。
また、調査回数による効果が認められた。
Tukey b を用いた多重比較によれば、第 1 回
調査と第 2 回調査の間、第 1 回調査と第 3 回
調査の間に有意差があり、定年退職後 2ヶ月、







 各時点での軽度抑うつ状態（SDS 得点 40 点
以上）者は、それぞれ第 1回：8 名、第 2 回：
7名、第 3回：6名、第 4回：10 名であった。
定年退職後の第 2-4 回の 3時点で、それぞれ
抑うつ状態のリスク要因は多重ロジスティ
ック解析の結果、SOC がオッズ比で  
 ・定年退職 3ヶ月後：0.92  
 ・定年退職 1年後：0.95  





























注 1) β : 標準化偏回帰係数, r : ピアソンの相関係数
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